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27    多くの砂岩脈−師崎層群 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
新⽣代新第三紀中新統の師崎

もろざき
層群中には多くの砂岩脈が⾒られます。 

 
砕屑性岩脈は⽇本では新第三紀層に多く⾒られ，師崎層群からは 10 数脈が報告されています（林，1957）。その
中で最も⽴派なものは⼩佐

お ざ
東南にある露頭です。残念ながらほとんど保護されることなく放置されたため，2025

年現在では草⽊に覆われ，観察することも，接することも困難な状態が続いています。上に筆者が 1960 年代以

⼩佐の砂岩脈 
上左：林（1957）より 上中：1967 年撮影  上右：1980 年撮影 
下中：2007 年撮影   下右：2021 年撮影 

⼄⽅の砂岩脈（下左：1967 年撮影） 



降に撮影したものの⼀部を紹介します。林（1957）によれば，⾛
向 N40°E でほとんど直⽴し，路⾯から約 18ｍ伸び，上部にいく
にしたがって尖滅しています。かつての路⾯付近に径 2.5m の 
コンクリ―ションを含んでいたようです。岩脈の⾛向が豊浜向斜
の軸部に位置し,それに直交していることから，この向斜の形成に
関連してできた岩脈と考えられています（林,1987）。⼩佐の岩脈
は，上⽅から注⼊されたという考えと下⽅から注⼊されたという
考えがあります。林（1987）は下位の砂岩層から，⼤江（1990）
は浮遊性有孔⾍化⽯から⼩佐岩脈は周囲の岩⽯より新しく．砂岩
脈の構造からも下⽅から注⼊した岩脈としています。⼀⽅，⼤信
⽥ら（2018）はやはり浮遊性有孔⾍化⽯年代から，⼩佐の砂岩脈は
上位の若い堆積物が下位の古い地層中に注⼊してできたと考えていま
す。 

 

この砂岩脈は，豊浜層中に⾒られ，⾮常に多くの有孔⾍や放散⾍などの化⽯を
含むことで知られています。岩脈から産出する浮遊性有孔⾍から，堆積当時は
亜熱帯から熱帯の表層⽔塊の影響が及ぶ海域だったと考えられています。ま
た，⺟岩の地層からはチタスナモグリ Callianopsis titaensis（Nagao, 1941）
（=Callianassa shikamai Imaizunmi, 1957）の化⽯が豊富に産し，尾張名所図
会にも「蟹⽯」として描かれています。 
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（名古屋⼤学実習⽤プリント） 

岩脈中の有孔⾍などの化⽯      チタスナモグリの化⽯ 

⼩佐のカニ⽯（尾張名所図会） 

point ⼩佐（国⼟地理院地図に加筆）


